
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語

・言語感覚を磨く

・思考力･想像力の伸長

・｢書く｣力の養成

・ＩＣＴ機器を有効活用し、主体的・対話的で深

い学びを実現する学習活動を推進する

・全学年で、週１回の小テスト（漢字・古文単

語・語彙）を実施する

・週末課題等、学習習慣を確立する指導を推

進する

・大学入試に対応できる読解力と言語力の養

成を図る

・作文や小論文を書く機会を積極的に設け、

「書く」力の養成を図る

数学

・自主的な学習活動の

推奨

・考えた過程を大切にし

た指導

・提出物の指導においては、早期に取り組み、

理解できるまで粘り強く指導を行う。

・進度の確認や、つまづきやすかった項目に対

する指導法、及び取り組み状況については、定

期的に共有し、改善策を協議。

・指定された課題以外の問題に対しても自主

的に取り組ませる。

・数値や式の羅列ではなく、解決の過程を論

理的かつ簡潔に表現する指導の実施する。

英語

・「話すこと」「書くこと」

の指導の充実

・JETやALTを活用した授業を英語コミュニ

ケーションⅠ, Ⅱ、論理・表現Ⅰで週１時間取

り入れる。

・英語コミュニケーションⅠ・Ⅱでは、「話すこ

と」と「書くこと」のパフォーマンステストを年３

回ずつ実施する。

・一年生はオンライン英会話に取り組み、学校

外でも話す活動に取り組む。

・実用英語技能検定試験のWritingや

Speakingについて、授業内だけでなく、個別

指導も行う。

理科

・科学的な思考力、論理

的なものの見方・考え方

を育成する

・基本的な科学的概念、原理、法則の理解の

徹底と、学習課題に対して考察・推論をしてい

く授業を実施する。

・各科目において大学入試問題等の分析を実

施する。

・「探究の過程」を踏まえた学習活動を充実さ

せる。

・大学受験に対応できるような知識および、柔

軟な思考力と表現力を育成する。

社会

・知識の理解に努めた授

業の継続と、思考力・判

断力・表現力を育成する

授業の充実

・大学入学共通テストに対応できる知識の理

解と、思考力・判断力・表現力を育成する指導

を継続的に実施する。

・生徒が主体的に学習に取り組む教材の開発

や、協働学習による探究活動の実践する。
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